
話
し
言
葉
だ
け
の
本
当
の
新
劇
と
し
て

『
話
劇
』が
登
場
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
派
劇
と
文
明
戯
に
は
、
女
形
以
外
に

も
共
通
点
が
存
在
し
ま
す
。
新
派
は
『
書

生
（
学
問
を
学
ぶ
若
者
）
芝
居
』
か
ら
生
ま

れ
た
の
で
、
自
由
民
権
運
動
（
国
民
の
自
由

と
権
利
を
求
め
た
明
治
時
代
の
政
治
活
動
）
と

結
び
つ
い
て
い
て
、
政
治
改
革
の
運
動
と

演
劇
が
関
連
し
て
い
ま
し
た
。
中
国
も
全

く
同
じ
で
、
当
初
は
辛
亥
革
命
の
影
響
を

受
け
た
革
命
に
ま
つ
わ
る
演
目
が
多
い
の

で
す
。
そ
の
後
、
新
派
は
男
女
の
恋
愛
を

中
心
に
、
継
子
い
じ
め
や
嫁
姑
問
題
な
ど

家
庭
内
の
悲
喜
劇
を
盛
り
込
ん
だ
通
俗
的

な
内
容
に
変
わ
り
ま
す
が
、
中
国
も
中
華

民
国
の
誕
生
後
は
男
女
の
物
語
が
増
え
て

い
き
ま
す
」

　

日
中
の
演
劇
が
ほ
ぼ
同
じ
経
過
を
た
ど

っ
て
変
化
し
て
い
く
歴
史
が
と
て
も
興
味

深
い
。
中
国
の
演
劇
は
そ
の
後
も
政
治
体

制
に
応
じ
て
さ
ら
に
変
化
し
た
と
い
う
。

日
中
の
演
劇
交
流
を
支
え
た 

演
劇
人
た
ち

　

飯
塚
先
生
は
、
明
治
・
大
正
期
の
日
中

演
劇
交
流
を
論
じ
た
『
中
国
の
「
新
劇
」

と
日
本
』
を
ま
さ
に
出
版
し
た
と
こ
ろ
。

し
か
し
両
国
の
演
劇
交
流
は
、
そ
の
後
も

ず
っ
と
続
い
た
。

「
私
は
、
1
9
3
0
年
〜
40
年
代
に
活

躍
し
た
中
国
を
代
表
す
る
劇
作
家
・
曹
禺

（
そ
う
・
ぐ
う
）
の
作
品
を
卒
論
で
取
り
上

げ
た
の
で
す
が
、
37
年
に
始
ま
る
日
中
戦

争
の
直
前
も
交
流
は
続
い
て
い
ま
し
た
。

曹
禺
の
34
年
の
処
女
作
『
雷
雨
』
は
翌
年

に
東
京
で
中
国
人
留
学
生
に
よ
っ
て
上
演

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
当
時
も
留
学
生
は

多
く
来
日
し
て
い
ま
し
た
」

　

先
生
に
よ
る
と
、
こ
の
時
代
に
は
日
中

の
人
的
交
流
も
密
接
だ
っ
た
。

「
実
は
中
国
人
留
学
生
に
『
雷
雨
』
の
上

演
を
薦
め
た
の
は
、
日
本
人
の
中
国
文
学

研
究
者
だ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
舞

台
を
観
た
東
大
の
日
本
人
学
生
が
と
て
も

感
激
し
て
、
出
演
し
て
い
た
中
国
人
留
学

生
と
共
に
日
本
語
訳
し
て
出
版
し
て
い
ま

す
。
劇
作
家
の
秋
田
雨
雀
が
こ
れ
を
支
援

し
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
戦
後
も
活
躍
し

た
村
山
知
義
や
千
田
是
也
な
ど
も
留
学
生

へ
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
交
流
の
背
景
に
先
生
は
「
進

歩
的
・
左
翼
的
な
演
劇
人
の
特
性
」
を
挙

げ
る
。30
年
代
は
全
世
界
で
左
翼
的
な「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
運
動
」
が
盛
ん
で
、
中

国
人
留
学
生
と
の
間
に
互
い
に
共
感
で
き

る
思
想
が
あ
っ
た
の
だ
。

「
演
劇
を
通
じ
た
日
中
間
の
交
流
は
、
国

飯
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伝
統
劇
に
対
抗
し
て
生
ま
れ
た 

日
・
中
の
新
た
な
演
劇
の
流
れ

　

時
代
は
中
国
で
清
朝
が
倒
れ
、
ア
ジ
ア

史
上
初
の
共
和
制
国
家
・
中
華
民
国
が
誕

生
す
る
20
世
紀
初
頭
。
飯
塚
先
生
の
研
究

テ
ー
マ
の
一
つ
が
、
当
時
生
ま
れ
た
中
国

現
代
演
劇
の
源
流
と
も
言
う
べ
き
「
文
明

戯
」と
日
本
演
劇
の
関
係
だ
。

「『
文
明
』
と
は
、
西
洋
か
ら
入
っ
た
近

代
的
な
事
象
の
こ
と
で
、『
文
明
戯
』
は
、

京
劇
な
ど
中
国
の
伝
統
劇
に
対
す
る
新
劇

（
西
洋
の
近
代
演
劇
に
影
響
を
受
け
た
新
し
い

演
劇
）
を
指
し
ま
す
。
日
本
も
明
治
の
末
、

歌
舞
伎
な
ど
の
伝
統
芸
能
と
西
洋
の
近
代

劇
が
並
立
す
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
が
、

日
本
と
中
国
が
同
じ
く
西
洋
の
演
劇
を
受

け
入
れ
自
国
の
演
劇
文
化
を
豊
か
に
す
る

経
緯
が
面
白
い
。
ま
た
、『
文
明
戯
』を
始

め
た
の
が
、
日
本
に
来
て
い
た
中
国
人
留

学
生
と
い
う
の
も
興
味
深
い
で
す
」

　

当
時
の
日
本
は「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

と
い
わ
れ
る
、
民
主
主
義
・
社
会
主
義
運

動
や
女
性
解
放
運
動
な
ど
の
社
会
運
動
が

始
ま
ろ
う
と
す
る
時
代
だ
っ
た
。
ア
ジ
ア

の
な
か
で
は
一
歩
先
に
西
洋
化
を
果
た
し

た
そ
の
日
本
で
西
洋
の
学
問
を
学
ぶ
た
め

に
、
日
清
戦
争
で
日
本
に
敗
れ
た
中
国
の

留
学
生
が
大
挙
し
て
押
し
寄
せ
て
い
た
。

　
「
当
時
の
日
本
の
演
劇
は
歌
舞
伎
か
ら

新
劇
に
移
る
過
程
で
『
新
派
』
が
全
盛
で

し
た
。
新
派
に
は
歌
舞
伎
と
同
じ
く
女
形

が
あ
り
、
や
は
り
伝
統
劇
に
女
形
が
あ
る

中
国
人
留
学
生
に
と
っ
て
も
受
け
入
れ
や

す
い
形
式
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、

中
国
で
は
西
洋
の
近
代
劇
を
取
り
入
れ
た

中国の演劇と文学を
日本の視点も取り入れて
研究し、伝えていく

西洋と東洋の出合いと融合。そこから生まれる中国独自の文化が、飯塚
先生ならではの視点で、さらに輝きを放つ。



交
が
途
絶
え
た
戦
後
も
続
い
て
、
日
本
の

新
劇
の
訪
中
団
が
中
国
で
公
演
す
る
な
ど
、

非
公
式
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
72
年

の
国
交
正
常
化
を
経
て
、
80
年
以
降
は
中

国
の
劇
団
の
来
日
も
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
」

　

脈
々
と
続
い
た
交
流
は
、
現
在
の
外
交

関
係
か
ら
見
て
も
特
別
な
出
来
事
だ
。
先

生
は「
20
世
紀
の
日
中
演
劇
交
流
は
戦
前
・

戦
後
を
通
じ
現
在
に
至
る
ま
で
、
様
々
な

局
面
を
経
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
緯
を
継

続
し
て
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
今
後
の
目
標
を
語
っ
た
。

現
代
の
中
国
文
学
を
翻
訳
し 

日
本
の
読
者
に
伝
え
て
い
く

　

飯
塚
先
生
の
も
う
一
つ
の
研
究
テ
ー
マ

は
、
80
年
代
以
降
の
中
国
文
学
の
翻
訳
だ
。

「
80
年
前
後
、
そ
れ
ま
で
空
白
状
態
に
近

か
っ
た
中
国
文
学
界
に
新
し
い
作
品
や
作

家
が
一
気
に
登
場
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
代
に
め
ぐ
り
合
っ
た
か
ら
に
は
、
優
れ

た
作
品
を
紹
介
し
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持

ち
が
翻
訳
の
仕
事
の
動
機
づ
け
に
な
り
ま

し
た
。

　

中
国
の
現
代
文
学
は
作
家
の
年
代
も
幅

広
く
内
容
も
多
様
化
し
、
雑
誌
・
単
行
本
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
発
表
の
場
も
様
々
で

す
が
、
私
は
日
本
で
言
う
純
文
学
寄
り
の

作
品
を
翻
訳
し
て
き
ま
し
た
。
従
来
は
中

国
社
会
全
体
や
長
い
歴
史
を
描
い
た
小
説

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
の
若
手
の

作
品
は
身
近
な
出
来
事
を
描
い
た
も
の
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
」

　

中
国
の
若
い
読
者
層
に
は
村
上
春
樹
や

東
野
圭
吾
が
人
気
で
、
日
本
の
現
代
小
説

を
自
然
に
受
け
入
れ
て
い
る
と
か
。
日
中

の
社
会
背
景
は
似
通
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

「
特
に
都
市
部
で
は
日
本
と
価
値
観
が
近

く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
て
、
文
学
的
水
準
が
高
く

て
話
題
性
も
あ
る
作
品
の
翻
訳
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
中
国
で
い
ま

最
も
注
目
を
集
め
る
余
華
（
よ
・
か
）
の
作

品
を
3
冊
続
け
て
出
版
し
ま
し
た
。
ノ
ー

ベ
ル
賞
作
家
の
高 

行
健（
こ
う
・
こ
う
け
ん
）

の
作
品
も
手
が
け
て
い
ま
す
。
私
は
、
大

河
小
説
的
な
作
品
も
私
小
説
的
な
作
品
も

ど
ち
ら
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
歴

史
的
背
景
も
知
っ
て
ほ
し
い
し
、
現
在
の

普
通
の
中
国
人
が
い
か
に
生
活
し
、
何
を

考
え
て
生
き
て
い
る
か
も
知
っ
て
ほ
し
い
。

そ
れ
を
新
た
な
翻
訳
を
通
し
て
伝
え
ら
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
」

自
分
で
考
え
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る 

柔
軟
な
思
考
力

　

飯
塚
先
生
は
、3
、4
年
生
対
象
の「
演

習
」
の
授
業
で
、
中
国
演
劇
の
脚
本
を
日

本
語
と
中
国
語
で
演
じ
さ
せ
て
い
る
。

「
約
40
人
を
3
つ
の
劇
団
の
よ
う
に
3
班

に
分
け
、『
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
ぐ
ら
い
に
聴
こ

え
る
よ
う
に
』
と
言
っ
て
読
み
合
わ
せ
し

て
い
ま
す
。
日
本
語
訳
で
ま
ず
読
み
内
容

を
理
解
し
て
か
ら
、
プ
ロ
の
俳
優
の
演
技

を
映
像
で
見
せ
て
『
な
る
べ
く
近
づ
く
よ

う
に
や
っ
て
み
よ
う
』
と
促
し
て
い
ま
す
。

中
国
語
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
中
国
人
の
生
活
も
分
か

り
ま
す
し
、
演
劇
と
い
う
文
化
に
慣
れ
親

し
ん
で
も
ら
う
の
も
一
つ
の
目
的
で
す
」

　

演
習
で
は
、
脚
本
に
影
響
を
与
え
た
西

洋
の
作
品
と
の
比
較
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ

で
レ
ポ
ー
ト
提
出
が
行
わ
れ
る
。
そ
こ
で

試
さ
れ
る
の
は「
柔
軟
な
思
考
力
」だ
。

「
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
相
手
に
伝
わ

る
よ
う
に
書
く
の
が
第
一
歩
。
そ
の
た
め

に
は
、
ク
ラ
ス
内
の
友
人
の
発
言
を
聞
い

て
自
分
の
考
え
を
整
理
す
る
訓
練
も
必
要

に
な
り
ま
す
。
他
人
の
考
え
を
1
0
0
％

受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
共
感
で
き
る

意
見
や
興
味
の
あ
る
視
点
を
自
分
な
り
に

消
化
す
る
。
そ
こ
か
ら
が
『
勉
強
』
で
す
。

柔
軟
な
思
考
力
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、

何
よ
り
自
分
で
考
え
る
こ
と
で
す
ね
。
固

定
概
念
に
し
ば
ら
れ
ず
、
複
眼
的
な
見
方

を
す
れ
ば
、
ど
ん
な
事
象
も
多
角
的
に
理

解
で
き
る
の
で
す
。

　

私
の
研
究
の
原
点
も
『
異
文
化
理
解
』

に
あ
り
ま
す
。
文
化
交
流
の
歴
史
の
長
い

日
本
と
中
国
は
、
多
く
の
共
通
点
が
あ
る

一
方
、
風
俗
・
習
慣
の
違
い
も
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
文
学
芸
術
は
、

そ
う
し
た
知
識
を
得
る
上
で
も
大
い
に
役

立
ち
ま
す
」

2
0
1
4
年
9
月
取
材
当
時

現在の研究テーマを教えてください
現代中国の演劇と文学です。演劇は20世紀以
降、現在に至るまでの日中演劇交流史が主な
研究対象です。文学は中国の最新の動向につ
いて評論を書いたり、現代の日本に有意義な
作品を翻訳紹介しています。

ご趣味は？
テニスです。ひざが痛い、ひじが痛いと言い
ながら、週に1回以上は楽しんでいます。

どんな高校生でしたか？
高校は神奈川県の湘南エリアの江ノ電沿線に
あり、海辺という環境のせいか、とにかくの

んびりした校風でした。小説を読むことが好
きだったので、大学は文学部へ行こうと決め
ていました。

高校生の頃の夢は？
漠然とですが、報道出版関係か、教育研究方
面の仕事ができるようになればいいと思って
いました。

お薦めの本を3冊あげてください
1. 『おどろきの中国』

橋爪大三郎・大澤真幸・宮台真司 
（講談社現代新書）

2. 『中国メディアの現場は何を伝えようとして
いるか』
柴静（平凡社）

3. 『ほんとうの中国の話をしよう』
余華（河出書房新社）

いずれの本も、いまの中国を理解するための
ヒントを与えてくれます。

先生にとっての“特別な一冊”は？
高校時代は月並みですが「太宰ファン」でした。
一冊を挙げるなら『女生徒』という短篇集。男
性作家が女性言葉を使って、こういう小説が

書けることに驚きました。この本は、いまの
翻訳の仕事にも影響していると思います。

高校生へメッセージ
お勧めしたいのは、本をたくさん読むこと、
趣味をたくさん持つこと、友だちをたくさん
作ることです。いずれも将来の皆さんの財産
になります。

忙しい合間をぬって
続けられているテニス。

最新の中国社会の現実を、
鮮やかに描く本。

多彩なアプローチの著訳
書が次々に出版される。

それぞれに中国の演劇（右）と現代文学（左）を扱った著訳書。
飯塚先生が手がける2大分野だ。


